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34年度後半からふたたび清発化した鉄鋼関係設備の新設拡張に作

転､レ動を 多方而に及ぶ製一拍で多忙をきjっ〟)た〕これな~大井

クレーンを例として数靖の面からムると,過去---一一節年間に日立製作

所で完成したものは大牢壷は540tのものから種々の川途の4)の′5ご

含めて約260台にも及ぶ記録的なものになっている｡

鉄鋼関係の設備は,高炉から鋼塊に至るまでますます大形化の傾

向にあり,したがってこれに使用する機器および付柿設肺はいよい

よ大牢最,高能率化の傾向にある｡その一端が34年完成した1,000t

アンローダであり,また35年度にほ210tレードルクレー∵/,ある

いほ45tストリッパクレーンの記録的な製品が宗成した｡

そのほか各方面にそれぞれ特長のある製品を虻したが,34年試作

研究して自
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を得たロータリレクレーマの製品とL.ての第1せ機が

工納入の400t′/11ヒタクレーてとしてその成果を実らせた｡
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第2図 御付表発電所における 540tクレーソ

一一方制御関係では,画期的な無電によるクレーンの遠

ノノ御j御装置を試作完成L ■予賓刀以卜の成果をおさめるこ

とができ,今後このノル叶への応用に確信を得た｡

Id.l.1電源開発株式会社御母衣発電所納

540†天井クレ{ン

元年倭庵識雁がノ(形化しそれに伴って発 所の機器据

什用の天井クレーンもまた大きなものとなってきた｡木

機ほこれら大井クレーンの代表的なものの一つで電源開

発電所用として製作されたものであ

ろ.

本機ほⅠ~■fj一′料.1:レ~)クレーン27:ナと平衡ビームからなる

2クレーン~〟ノ(で540tの紆昆をもっている｡行クレー

ンほト巻27りt補巻50tの容二旨ヒむヰ)/~)クラブのほかに10t

ロープトロリ阜装備している｡

制御方式はロープトロリ横行のんが面接制御で,ほか

ほすノヾて間接制御である｡27と†のクレーンの叩.独運転,

甘彿掛転け切換えはおのおののクレー宮に設けた切換え

スイッチで行う｡

補巻は荷役の能率をよくするよう負荷に応じて速度亭了

2段に切換えられるもので,速度切換えと同時にガーダ

ト面の熟詳細こそれぞれの安仝荷蚕を表ホするようにな

/,ている(-J

ガーダの形J(ほボックスタイプでふる.〕ボックスガー

ゼはデブスを浅くてできるので平衡ビームの卜りをよくす

ることができ,また外観がスマートなので発電所の塵塚

には揖もよ十てソナするものである｡

発電機♂つ‥小虹予のつり_【二げほヾ†ノ灘fビームむ使用して2

f｢のクレーンを､1丘列j魯転して行う｡J川転予は平衡ビーム

のトラニオンにリングキーでl肘妾同定さ′才しる;-.双ノブフ､ソ

クけ高低差によって牛ずるビームの傾きはトラニオンに

｢トー,て､lノ術させ,回転子は常に垂何に保つことができる
構造とな/ノ)ている｡

1d.1.2 プレス作業用特殊形天井クレーン

最近苓~力｢榔こおいて作業能率を同士させる観点から天

ルクレーン尋),その用途に適応Lた特殊一膨のものが要求
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されてきた｡本機もその一つでプレス工場のプレス作業場に設置さ

れ,プレス作業専用に使用されるものである｡本機を使用寸'ればボ

イラの胴のプレス作業を能率よく行うことができるりすなわ｢J舟十亡

均熱された平鋼板を4個のフックでつったままでおのおのを巻__ヒ

げ,巻下げさせながらプレス作 を操返し半円筒にr1日ザることがで

きる｡このため特殊な装置を設けている,そのおもなものをあげる

と

(1)4個のフックのイコライザシープエンドで荷重を検出L,

オーバロードするとウインチのスリップ装置を働かせてフックと

モータとを切離し,荷を降下させることができる,このため鋼板

をプレスのベッドより浮上らせた状態でプレスをかけてヰ),クレ

ーンにオーバロードがかからない｡

(2) コントローラはユニバーサルハンドル式で,4フックを並

列,2フックを単独,相対するフックを同時正道に動かす 転を

1レバーにより行うことができるので操作が簡単である｡

(3)フック間隔を鋼板の長さに応じ調整することができる｡

Id.l.3 アルミ=ウムエ場向 30†フック付スパイクプラー

クレーン

近来アルミニウムの需要が増すに伴い,アルミニウム電解炉も従

来のサイドピソ式電解炉に代り最新形の垂直式電解炉が採用される

ようになった｡

本機は垂直式電解炉のスパイク( 極)引抜き,そう入用に使用さ

れる特殊形天井クレーンで,30tフックにねじり装置を懸垂し,

の先端にスパイククラッチを装備した

は次のとおりである｡

造であるが,おもなる特

(1)ねじり装置およぴクラブ下面に懸垂されたガイドフレーム

を取りはずすことにより,30t普通形天井クレーンとなるので,

炉の据付組立てはもとより一般荷役用として使用することができ

る｡

(2)巻上装置には各便用目的に応じて,クレーンの能力を十分

発揮できるように速度切替装置を設け,ス/くイク引抜きには高速

で,一般荷役用として使用するときには低速で運転するようにな

っている｡

(3)スパイク(電極)とスパイククラッチの連結が自動的に行わ

れるので,従来の手動式と比較してスパイクの交換所要時間が兢

にスピードアップされた｡

(4)規定以上のねじり力が加わるのを防ぐスリップ機構が設け

てあるため,ねじり装置にむりがかからない｡

(5)スパイクの交換は電解炉通電中に行われるので,ねじり装

置および30tフックには,絶縁装置がついている｡

(6)スパイク付近は強力な磁界内にあるので,スパイククラッ

チには特殊非磁性材料を使用している｡

スパイクプラークレソは,わが国においてほ[l立製作所により製

作された数台を数えるにすぎないが,アル ムウニ の率
ヒヒムHn

が炉解

良い垂頂:式に置き換えられつつあるので,今後ますます広く便傭さ

れるようになるものと思われる｡

Id.1.4 クレーン用無線操縦装置

従来クレーンの苓操作ほ電流の開閉により行われ したがって一

操作につき一操作線を必要とし,多数の操作を子--fうクレーンにおい

ては,躁作場所と被操作休とを多数の電線で結ぶ必要があった｡こ

れに対L無線操縦装侶は,一棟作を一信号とし多数の信ぢ･を鯉線眉

波にのせて る方式であるから,操作｣毅所と被操作休とを電線で紙

ぶ必要がなく,操作場所と被操作体との関係位置を自由に選定した

い場合,両者を結ぶ電線またはトロリ線を張るスペースがない場合,

電線を張るには障害物があってう回り道なけれはならぬ場合などに

有効に利用できる｡実際の応用例としては,危険な場所で稼動する

評
≡ノゝ

白冊 巻34第 第1号

第3図 20tプレス用天井クレー∵十全休牒l

第4図 30tフック付スパイクプラークレーン

ショベル,ブルドーザなどの操縦,高層建築用クレーンで見通しの

よい場所へ移動して操縦しさらに高所の操縦者に引き継ぐ場合,港

湾用クレーンで狭いハッチを通して荷役を行う場合などがある｡こ

れらの要求にいつでも応じられるよう,このたび天井クレーン用無

線操縦装置を完成し実用に供した｡弟5図ほこの無線操縦装置によ

第5図 20t天井クレーソの無繰操縦
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第6lヌ1川崎`阻鉄枕式会社T▲打製鉄所納21()′:う5t.∵2()c111

レ【ドノLクレーン(平か川)

り2()t天井クレーンな操縦t_ている状況である｡本装牒服部--･隼に

わたる偵川中事故侍無で好淋こ稼動L,実用上まったく問題のない

ことが確認された｡本装置の特長は

(1)---▲躁作を2周波の組合せとL,所要の2披を一受信した場合

にのみ一傑作とLて弁別する自己チェック川路を設けてあるの

で,外来灘音による誤動作は実用上皆無とすることができた(特

許申請中)｡

(2) 信部はトランジスタ化し携苗可能なものとしたが,外来

雑音の少ない150MC帯を使用したので,ノイズの多い地域でも

見通し1km以内ならば確実な制衛1を行いうる｡

(3)トランジスタを多用しているので真壁管の交換の手間が省

け,また万一-､･の 故に備えて脊ユニットごとにチェックポイント

を設けてあるので,保守が袴易である｡

1る.1.5 製鋼クレーン

(1)平炉用レードルクレーン

転炉プラントの新増設が進められる一方でほ,大容量平炉の増

設と,既設平炉の大容量化のための更新が行われてきた｡これに

作い,平炉造塊用レード′レクレーンの容量の記録も習きかえられ

ることになった｡

舞d図は,川崎製鉄株式会社千某 鉄所納210/35t x20nュレ

ードルクレーン(2台納入)を示す｡わが国における最大行量のも

のであるrJ 鋼重量計最用に電子管式秤量機を備えている｡ま

第7図 八幡製鉄株式会社第四製鋼二L:場納45r25())t二/2りnl

ストリ.ソバク レーン
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′二,ガ←ダは,仝熔接華隻ボク7､ガーゼて･~トケうブ用ガーダにほ

トーションポクト膨㌣採川上イ1 ､(二)

(2)軌阿~t]レート'′Lクレーン

_卜吹酸鼻転ミ炉プラントの建設は,依然子.キ発に続けられている｡
[1本鋼管水江虹虹~L二場いr■Jけに,110/′30tx20m熔銑用1台,120′/

30t x20m退城∬1f㌻に引続き,熔銑用レードルクレーソの2台

目を納入Lたほか,尼崎製鉄株式会粁新設髄炉工場内けとして,

60.′ノ15t)′2().5m怖銑川川㌻〃首式秤量機什)および造塊月1レード

ルクレーン行1て亡羊う5ノ納入したっ

転炉柑レードノしクレーンは,転炉の柄う_貰および作業の柑すiミト,

~､円日脚･こ比べて,高速,1一柑＼ん度,轟リフトであるかド〕,牛封こ後

者とlネニ別Lて設.汗されるものである｡

なお,.最近に二至り,150t級の/

ている､‥,したがってiI甜~刑レー

t級に達する妃込みである｡

｢3) ストリッ/くクレーソ

人形転炉 の計両が進められ

ドルクレーンの悍二揖も,封上々 200

鋼塊は人形化して,2(ト･23t程度のものが一般的となり,し■た

がってストリッパクレーンの容量も当然増大してきた｡

弟7図は八幡聾竺鉄株式会社第四聾竺鋼ニー二場納45(250)t x20m抑

抜形ストリッ/くクレーンである｡ストリッピソグ装市引ま近イ~C化さ

れた日立標準様式であり,巻上げおよび走行には,2モータドラ

イブを採用している｡また,ガーダは全怖接トーショソボクス形

である｡

なお,尼崎製鉄株式会社には,25(150)t x20.5mストリッパ

クレーンを納入,また,富士製鉄株式会社室蘭製鉄所向けとして,

50(250)t x23.2111のものを製作中である｡

(4) ソーキングピットクレーン

均熱炉工場の新増設および鋼塊の大形化に伴い,日立標準形の

スクリューオモリ式つかみ機構を備えた大容量ソーキソグピット

クレーソを各所に納入した｡

八幡 鉄株式会社戸畑分塊工場では,20/40tx20.5m(1号機)

に引続き,23/40tの2号磯が稼動中である｡

富士製鉄株式会社室蘭製鉄所向けとしては,既設均

15t x23.2ml台を据付けたほか,同2弓･機,および,

炉工場に

設均熱炉

工場向け20t x25ml台,20/40t x25ml台を製作ないし据付

巾である｡後者2台は,戸畑工場納のものと同様,クレーン運転

室より,カバーキャリジを遠方操作するようになっている｡

そのほか,同広畑製鉄所向けとして,20t/27.5ml台を

中である｡

第8図 八幡製鉄株式会社戸畑分塊工場納23//4()tx28.5111
ソーキン.グピ､ソトク レーン
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第9凶 250t′皿 ア ソ ロ

ソーキングピットクレーン高速化の一例として,日新 鋼株式

会社呉工場納10tクレーンの巻上速度22m/minをあげることが

できる｡

1d･1･占 中部電力株式会社新名古屋火力発電所納250小

アンローダ

本機は33年間杜に納入した1,2弓▲機に続き,35年7月納入した3

号機で,既納放と同じレール上に設置し本船10,000t級または機帆

船からの受入れ炭の荷役を行うものである｡

おもな仕様は既納機と同じであるが,その稼動 績を参考として

各所とも細部にわたり,運転,保守をより腎易とするよう改良し

た｡特に伊勢湾台風の経験から台風により生ずる高潮の被告を防ぐ

ため,特に電気品関係の配置について対策を施Lてある｡

lる.】.7 大阪窯莫セメント株式会社横浜工場納180小

引込みクレーン

本機はセメントクリンカーの陸揚げを行う巻上荷重6.3t,グラブ

バケット容量2m3,旋回半径最大16mの引込みクレーンで環境衛

生上特に防じんに注意して設計された｡

旋回体にはホッパカ/ミーを設けてグラブバケットがホッパ上にき

た時に三方よりこれをおおい防じんするようにしてある｡

即ち防じん方法にほホッパ上面に 液噴射装置を設ける方式も行

われているが,移動クレーンの場合にはポソプ,水槽およびホース

を必要とし, 液のため輸 したり,後続コソべヤ上でベ

たつくなどの欠点があるので今川ま巻き返しカバーのみとした｡

ホッパには,特に弟】l図のように巻き返しカバーを設けること

により防じん効果を上げるようにした｡すなわちグラブバケットよ

り輸送物が落下すれば,ほこりの大部分はホッパの斜面に沿うて人

きな 度で上昇するが,ホッパ上部に達すると巻きi蛙しカバーのた

め下方に巻き返され,ホッパ内で渦を巻きつつ上昇作用が減衰され

さらにホッパからのほこりの発隼せおさえることになる｡

ベルトフィーダ部分は密閉し,送風機を利用し吸引することをこよ

りほぼ完全な防じん効果を得た｡

1る.1.8 東京電力株式会社川崎発電所納 石炭陸揚･貯炭場設備

本設備は最終計画出力700,000kWh を有する~東京電力株式会社

川崎発電所に設備され,10,000t級までの各種船舶で輸送されてき

た石炭の陸揚げ,貯炭ならびに貯炭場よi)バンカ室への払出しに至

る石灰輸送系統いっさいをつかさどるものである｡

設備容量がきわめて大きく,その上地盤軟弱ということから設備

形式の選定に当って種々の組合せが比較検討された結果,陸揚設備

は運転性能に重点を置き旋回マントロリ式アン/ローダが,貯炭場設

備は地下設備の少ないスクレーパ･ドライブオーバホッパカ式が採

用された｡

第10[窒1大阪窯業セメソト納180t/h引込クレーソ

最終計画出力に対する設備群

量は300t′′h旋回マントロリ式

アンローダ×4台,700t/h の

送能力を有するコンベヤ設備

(コンペヤ,地上ホッパ,ドライ

ブオーバホッパおよび付属設備

一式を含む)×2系統より構成

されるが,今回納入Lたものは

第1期⊥事分に相当するもので

300t/h アンローダ×2台と

700二t/h コンベヤ設備×1系統

である｡

第12図は設備の全体配置図

で,石炭の輸送系統は次のとお

りである｡

輸送系統の運転操作は運炭中

央司令室内の照光盤により運転

系統を選択して行うが,アンロ

ーダと司令室とは信号装置によ

第11図 防 じ ん ホ ッ パ

り連絡されているからアン/ローダの運転操作も司令室より指示でき

るようになっている｡

この設備の特長としてアンローダでは

マントロリの旋州装置にボールレースを使用して保守点検を容

易にするとともに,走行装置にはユニバーサルカプリソグを採用

して走行レールの不整によるトラックの揺動･スパンの狂いに対

しても無理が生じない構造とした｡さらに傭仰けたおよぴテソシ

ョソノミ一に高張力鋼を使用して基礎荷重の軽減を計った｡次にコ

ンベヤ関係では

アンローダより直接石炭を受けるNo.1Aコンベヤには水切装

置(新案出願中)を設け,雨天後の運転に支障が起らぬようにした｡

またバンカー上部のトリッパシュートより石炭を受け入れる部分

には特殊ゴムシールを施し,石炭が落下するとき炭じんがバンカ

ー宅に舞い.とらぬ構造とした｡

このほかアン/ロト一ダ･コンベヤ共通の特長として

コンベヤを収納する歩廊に合成樹脂製波板を使用して窓のない

構造とし,ホッパ･シュートにはステンレスライニソグまたはス

テンレスクラッド鋼板を使用して石炭の流れをよくした｡また石

炭の品質管理のため秤量機とインターロックしたコールサンプラ

を取付けた｡

1る.】.9 5†弓長殻構造ふ頭クレーン

運輸省の港湾整備計画による輸出専用埠頭を想定して設計された
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貯 炭

アソローダ→No.1Aコンペヤ→No.2Aコンペヤ→地上ホッパ→スクレーパ→ヤード

払 出

ヤード→スクレーパ→ドライブオーバホッパ→No.5Aコンペヤ→No.6Aコンペヤ→張合ホッパ→バイプレーティンダスタリーン→

l→クラッシヤ→

バソカー←トリッパ←No.8A コンペヤ←No.7Aコンペヤ←

直 送

アン′ロ~ダ→No■1Aコ州′→No●3コ州'→No●4コンペヤ→鮒ホッパ→′くイブレ】ティソlニ;;;ニ丁
パソカー←トリッパ←No.8A←コンベヤNo.7Aコンペヤ←

第12L茎t 陸揚･貯炭場設備全体配置図

高能率の雑貨荷役用ふ頭クレーンである｡

形式は構造簡単で後部半径の小さなトプリス式引込方式を慨潤

し,旋回半径ほ20,000t級の船舶を対象とLて最人半径20111とし,

揚程は上屋の3階からの荷役が可能なように走行軌条面_Ⅰ二20nlとし

てある｡

鉄構部分は薄鋼板熔接の箱形断面からなる張殻構造であるから全

断面が有効に働き重量が軽く,腐食も少なく塗装も容易である｡

旋回装置はボールレース方式で垂直圧力および_h向ノ｣をささえる

ので,ポールレースの直径が小さくなり,旋回休の後払､l三径も小さ

くなるため多数のクレーンの同時作業も容易である｡

ふ頭クレーンの,取援能力を増大するためにほ,電動機H｣力と揚

程に関連するが,軽負荷のときには,巻上速度を高速化することが

望ましい｡

本機は,5t荷重のときに30m/minであるが,取扱量の多い3t

荷重以下の 合は,50m/minの速度で運転する｡さらに無負荷か

ら1.5tまでの軽荷重のときには,自動的に100m/minまでの高速

運転を行って,巻上所要時間の短縮を計っている｡叉,高速化する

と共に,積荷の損傷を防止し運転をやり易くするため,着床速度ほ

CF制御を併用して,約15m/min以~~Fとしてあるので,高速化し

たにも関わらず操作が容易で高能率の運転が可能となり,荷役能力

を向上できる｡

巻上ロープは1本として,フックはJIS舶用フックの形を採用し
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第13図 5t張殻構造ふ頭クレーソ

ている｡これに伴ないロー一プは,ノンローテティソグロ

ーブを使用している｡

引込みほ,円滑な運転せ計るため,CF制御を使用し

･ているが両極限に坐ると,リミットスイッチによりl_:1動
的にCFブレーキがイ′川]して低速となり,ストッパに衝

突する危険を防止する｡

紺▲~りほ,立形電動機せ助川して,狭い場所を有効に利用できると

共に,辛酸~車減速機を採用して機構に無理のかからぬ様に考慮して

いる｡ブレーキは足踏油圧ブレーキを使用している｡

走行装間ほ立形電動機2台により駆動する構造で,減速機を小形

化Lて,附F部の面楕を有効に利川できる様にし,_｢l.つ陸側レール

は基礎に埋込む隙造をとったので,他の地上串輌の通過が容易であ

る｡

なお東 L業株式公刊二より図形式で･まわり′ト形の3tふ頭クレ

ーンを5台卦iミし現在製作中で,これにより二種類の標準ができた｡

両者の主要仕様は卜記のとおりである｡

5 tクレーン

巻上荷重

旋回半径 最大

最小

揚 超 レール面上

面下

径 間

1.5tの時100皿/min

巻上げ 3tの時50m/min

引込み

旋 何

5tの時 30m/min

40m/min

l.5r/nlin

5 t

20m

7.1m

20m

14m

5m

36kW

7.5kW

7.5kW

3 tクレーン

3 t

15m

7.1m

15nl

lOIm

4.5m

50m/min

40m/min

l.5r/min

40kW

7.5kW

7.5kW
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1る.1.10 ラーメン構造造船用80†ジブクレーン

三菱日本重工株式会社横浜造船所に設置されたヤードのブロック

作と船台用クレーンへの供給を行うために計画されじ大形の走行

形ジプクレーンである｡構造の特長は次のとおりである｡

(1)鉄構部分ほ大形ジブクレーンで初めての試みであるブー

ム,トラスのラーメソ構造化をほかり優美な外観と製作容易な構

造とした｡

(2)旋l珂ローラほマルチプル形と し 負荷を分散し円滑な運動

第15図 80t ジ ブク レ
ー

ン

J物レール
最大輪重作業時/7古
非作業時劉

とともに軽量化をほかった..

(:う)ヤードでのプロ､ソク製作の能ヰりとを計るi｣的で,主巻(8り

り補巻(40t)フ､ソグネごブーム先端に設置し,人形ブロックの上

補l~･亨一jフックによる/~-)りとげ,反転を容易にした｡

(4)補巻ほプロッグ反転後のフックの退避をすんやかにするた

め,二 速度電動機を使用し,15L以下の軽荷 の場合には自働

l′1勺に高速道転が可能な構造とLたLJ

(~5)巻上荷重はこれを運麗倭坐とブーム下面の指示計忙灘訂し

作業の安全を期したっ

はl･11富士製鉄株式会社室蘭製鉄所納20I成品積込機

室蘭製鉄所岸壁に設置され,ホットコイル,鋼材などをA新緑こ鏡

第161剥 80t ジ ブク レ 図体全ソ
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込むためのフック付旋回マントロリ式橋形クレーンである｡特長と

して以~Fの諸点があげれらる｡

(1)鉄′胃･部分は全面的に板構造を採用し,重畳,工数むカ隠こ

軽減した｡ことに現地据付工期の知桁を計った｡また優美な外税

も特 に値する｡

(2) マントロリ懸l巨部分は中火を筒形とL,上部外側にポール

レースを設けている｡この〟式はセンタポストが不要となるため

旋回部分の再昂:が減り,また筒の中を人が通れるのでスリップリ

ングの点険が容易になるなどの利ノ∴-こがある(J

(3)長物鋼材を硫ム込むた鬱)フックビームを備え,偵転を行う

ことができる｡このため･巻上装琵ほ2電動機2ドラム式とし--･方

■を停止し他力を駆倒することにより傾転をF｣二い,傾転1さご行わない

ときば電磁クラッチにより両者む迅射Lて同時運転な行うことが

できる｡

1d.】.12 5†ウォールクレーン

尼崎製鉄所の転炉工場に設置された旋

｣叫ジプ形式の走行形ウォールクレーソで

ぁる｡このクレーンはレートノしクレーン

の補助とLて,レードルクレーン〃)卜な

･くぐって鋳型ふたの運搬ぺ宜=ととも

i･こ,雑荷役川として計画さ右たクレーン

である｡構造の 豪特 カ休行 ､ら懸垂さ

れたノブが360度旋恒1式であるとともi･こ,

ラーメン構造のジブに密閉式の運転室,

機械室が一体化されているので,長打壁

面をこえた裏側の荷役もiり瀧で作業範州

が非常に点範囲である｡また走行旋州l多

なので,作業能率が高く雑荷役用には好

適である｡

1る･1･13 野沢石綿株式会社多賀

工場納50†サイドチップラ
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第18図 20t 成

亡ご.訪〉ノ~:∴｣

積 込 機
/r メン

このたび建設された野沢ポ綿株式会社の新設セメントに場で,イー▲

灰石,石炭･そのはかの荷降Lか二使用するもので3台納入された｡,

ビンラック傾転式サイドチップラの製作台数ほ本機な含めて1什打

となったが,本機のおもな特長を述べると

従面lち

､
′
｢
ノ
■

の＼1
J-
3 と異なり ト トム を2両同時に

傾転できるもので機長も長くなっている｡

(2)貨卓固定装置を従来のものとまったく構造を変え,すべて

第19図 5t ウ ォ
ー

ルク レ ー

ン

の操作ほハンドルのところに立ったままで可能としたので,賃車

間定操作が非常に群易となった｡

はl.14 昭和電工株式会社納400†ルヒタクレーマ

貯蔵場における石炭,鉱石などの荷役にほ

クレーンがおもに使用されていたが,産

形クレーン,引込夫

規格の拡大とともに激増

する取扱量にこたえて,スタッカ,リクレーマなどのベルトコンペ

ヤを主体とした辿 荷役機械 用便が されるようになった｡

第20図 50t サ イ ド チ ッ プ
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第21図 400t′′ノh ヒ タ ク レ ー マ

このほど昭和電工株式会社に納入したヒタクレーてほ受入れと払

出しを1台で行えるよう計画された新製ぷlで,受入れの場合はトリ

ッパコンベヤを本体と 結してスタッカとして使用し,圭=llLはブ

ームコンベヤを逆転して先端に設けたショベルホイールによってす

くい取るものである｡この際トリッパコンペヤ を したままでも

約220度旋凹可能であるが,これを切i)離すことによりほとんど全

旋回が可能となるので,スタッカとリクレーマを併設Lた場斜こ比

べてヤードを有効に使用することができる｡本機はボーキサイト原

鉱の荷役を目的として設計され,受入れ400t′･■′h,弘JIlし300t′′hの

能力を有するもので,走行,旋帆 ブーム僻仰,ショベルホイ′し凹

転の各動作を行う｡取扱うものほ200mmの大塊を含むインド鉱石

をほじめ,ぬれると粘土抑こなるピンクン鉱石をこ至るまで数瞳類の

銘柄がある｡

ブーム先端に設けたショベルホイルほ試作機による研究の結芽L

本機に採用したもので以下その特長を述べる｡

(1)自身の回転による積極的なすくい取り作

行うので, 続的に定景搬出 ○

､ヘノ

行を

により,採

(2)小形で大容量の採集が可能なため,機体全体が軽量となり

礎工事も簡単である｡

(3)運転がきわめて容易なため 転員の疲労が少ない｡

(4)スタッカに対し,採集はショベルホイル回転用の電動機1

f手が増えるだけであるから消費電力が少ない｡また制御船員も簡

単である｡

なお, 集動作ほ主として旋l珂 動により行う｡

1d.1.15 単索式バケット付M23Rモビールクレーン

荷役の現場においては,作業対象物が一道でなく,鋼材,雑

貨,穀物など,その取扱物が種々異なる場合が多い｡銅材,雑貨ほ

フック作 となり,穀物はノミナット作 となる｡このような場合に

は,単索式バケットを使用すると非常に有利となる場合がある｡

すなわち,単索式バケットは,フックをはずし,複素式/ミヶットに

組み える時のようなわずらわしさがなく,ただバケットをフック

へ掛けるだけで,フック作業からバケット作業へ簡甲･に切
でがえ

きるためである｡しかも単索式バケット付M23Rモビールクレー

ンは,運転室内で自由に開口を行える独特の機構を採用しているの

で,引きひも操作の単索式バケットに比較して作業能率が良い｡

この機械の,川崎港における他用実続をまとめた結果ほ下記のと

おりであった｡

第22図 ヒタクレーてのショベルホイール

第23図 川崎港に應ける単索式ノミケット什
M23Rモビールクレ~-ソ

取扱物

小
人
砕

憲
二
且
米

作業時間(:hll取扱頂(t)

14,063.5

5,365.9

645.9

時間当りの平均取扱.是(t/b)

しS34-11～S35-7の実績)

/ミケソト容貌1.25m3 旋回角度 90～120度 給湯程 8～12m

において収扱対象物の差により,時間当りの平均坂級長に多少

の差はあるが,いずれもかなりよい 績をあげている｡

港湾荷役機械化協会の資料によると1.25m3の複 式バケット付

タローラクレーンを使用し,貯炭場で粉炭荷役をした場合の1年間

の通算平均荷役量は約60t.′′hであったとの報告がある｡

この報告の使用状況の細部ほ明らかでないれ 取扱対象物が粉択

であり,見掛け比重,つかみやすさほ穀物の場合と大差がない｡こ

のグローラークレーンの実績およびM23Rモービルクレーンの実

とから,それぞれの1時間当りの作業サイクルを算山すると両者

ともに約60サイクルである｡

以上から推論して,M23Rモビールクレーンで,単索式バケツ
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第24図 10tダブルレールホイスト

トを使用した場合,取扱い対象物が,小
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第25図 5t高速度ホイスト(巻上2童速度) 第26囲 3t防爆形ホイスト

,大豆などの穀物,粉択,
川砂など,つかみやすいものであれば,複索式バケットの場合と比

較してなんら劣らぬ能力を発揮することがわかった｡

しかも,荷役作 の対象物が変ったとき,バケット作業からフッ

ク作業に,逆にフック作 からバケット作業に簡単に切替えのでき

る特長をフルに利用すればこの単索式バケット方式は港湾における

荷役,その他各方面の荷役にきわめて有効であり,今後の荷役合理

化に伴い大幅な伸張が期待される｡

企 の拡大化と

1占.2 ホ イ ス ト

搬の合理化,簡易化に伴い,大容量,高速度の

ホイストおよび日動ホイストの要望が強くなってきた｡この傾向に

応ずるため35年度には10tホイスト,5t高速度ホイストを完成し,

また流れ作 に好適なトロリ選択3重速度ホイスト,3t防爆ホイ

ストなどを納入し作業の能

1る.2.】10†ホイスト

化に役立てることができた｡

ホイストの巻上容量は従来最小100kgから最大5tまでであっ

たが,簡易クレーンなどに使用するものとして押ボタン操作10tダ

ブルレールホイストを完成した｡この種のホイストは戦前数台 作

した程度で戦後′I主産は中断されていたが,今日の設計には新Lい技

術を導入し大きな改良を加え,小形軽造化とともに性能の向上を計

ることができた｡-うーなわち歯中部分は高能率低騒音化に成功し,メ

カニカルブレーキには衝撃緩和の新方式を採用した｡また走行車翰

支持法せ簡素化L,材料および力線の再検討によって重義寸法の軽

減をはかった｡仕様は容量10t,巻上速度4.3nュ/nlin(50～),揚程

12m, 行走 15m/minおよび30nl/nlh(50～)レールスパン

1,1501つ1,自重1,900kgである｡

Id.2.2 5†高速度ホイスト

5tホイストの巻上 度は最高5.3m/′min(50～)(標準4nl/

min)であったが,今回揚程が高く荷役能率が問題となるような使用

場所を対象にした巻上速度10m′′･′nlin(60～)の高速度5tホイスト

を開発した｡本機は巻上2 速(10m/min,5m//min),揚程15m

で一部自動撲作を含む特別仕様のものである｡

】△.2.31Iトロリ選択3童速度ホイスト

日立製作所では近年数々の日動ホイストを納入してきたが今回鋳

造の流れ作 に使用される特殊ホイストを完成L-た｡本機はトロリ

行速度としてコンベヤの速度と一致した微速(2m/min)のほか

に低速(12m/min),高速(24m/'min)切換え可能な1tホイストであ

る｡その動作は,受湯Lたのち任意の速度で所定の範囲にくると,ホ

イストをコンベヤの速度に合わせて微速で日動走行させ,この間に

コソべヤ上の鋳型に注湯し,作業後はもとの位 へ高速で復脚停止

するものである｡これによって鋳造作業は非常に高能率化される｡

Id.2.3 3†防爆形ホイスト

可燃性ガスの充満している場所で使用できる1t防爆形ホイスト

を34年度に納入し好評を博したが,これに続いて3t防爆形ホイス

トを完成した｡これは1t防爆形ホイストと同様電磁ブレーキの機

械部分を十分なる耐圧防爆術造としており,さらにケーブルはすべ

て耐圧防爆構造の端子箱をへて引出すような改良を加えた完全な防

爆形ホイストである｡防爆構造は耐圧防爆構造,爆発等級2,発火

度Bである｡

1d.3 巻 上 横

石油の進出あるいは貿易自由化などに対処すべく炭砿鉱山にて急

速な合理化が行われているが,巻上設備の面からもその傾向が察知

できる｡

従来の斜坑巻上げは

機に変りつつある｡

次斜坑ベルトコンベヤにあるいは立坑巻上

ベルト式は旧来の斜坑がそのまま利用できる利点はあるが,人員

舘材の 搬は別の方法によらねばならぬし,稼働切羽の移動により

が離蹄

エに

､
ヘ
ノ行

いたずらに長大となる欠点があるので,本格的合理化を

使の位置にこた坑を設けることである｡

立坑運搬設備の中心をなす巻上機はその巻上津度の増大に伴い,

従来の巻奴ドラム式から摩擦駆動によるケーペ式に移りつつある｡

最近納入した同和鉱業株式会社(柵原鉱業所)のものは800kWワ

ードレオナード制御の判ii弓腹巻ドラム式で,ケージを有するコンバ

インドスキップ式であり全日動〕琶転を行うものである｡

中興鉱業株式会社納(福島鉱業所)のものは750kW交流低周波制

御でケージ巻であるが,その巻上機は鉄骨コンクリート堺上に設置

して2本ロープを用いたケーペ式でありわが国で初W)て完成された

ものである｡

金 鉱山は中段が多いので適さlうでないが,炭砿では大容量の主巻

は今後そのほとんどがケーペ式に移行するとサ測されるので,本機

の完成ほ将

である｡

の立妹巻上磯の基本形として人きい意味を有するもの

小形巻上機は炭砿鉱山用から飛 して汎用機となり,朽肥土建業

に多く貢献しうるようになったし,スクレーパ巻ほますます大群量

となり遠〟制御による操縦性能が著しく向上した｡

Id･3･1同和鉱業株式会社柵原鉱業所納800kW立坑巻上設備

本設備は題詑中火立坑に設置され,月産70,000tの硫化鉱を565m

の坑底よりワードレオナード制御方式による全自動運転にて巻上げ
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第27図 800kW立 坑巻上 槻

るとともに,いわゆるコソノミインドケージ形スキ､ソプで人い材料の

運搬せも兼ねている本宿的立坑設備である｡

巻上機は,直流直結式で鋼索張力13,800kg,不平衡荷電8,800kg,

巻上 10m/sで,最新の研究と新技術を傾注したもので,おも

な特長は次のとおりである｡

(1)巻胴は全鋼板製のディスクタイプで外観を一新L近代化し

たが,性能上も従来のスポークタイプに比べ強度風損に対しより

有効である｡

(2)巻胴主軸受ほ,軸のたわみなどによる過負荷を防止するため,

軸受メタルを球面座による自動調心形としたF二【動給油式である｡

(3)制動機は~卜方支点ポスト形で,操作の速応性,正確整およ

び確実性を高めるため,連動形の2棚式ブレーキエンジンを採用

している｡

(4)制御装置1式ほガラス張りの制御室内にコソパクトに納

ガ〕,カム切換え,運転操作など日立独特の機構とし,精度維持,

保守容易に考慮が払われている｡

(5) 転席は1本ハソドル,非常ブレーキハンドノL,

切換えハソドル,深 計,自動手動操作機器計器煩を

コン㌧ぺクートにまとめたデスクセットとともに,冷暖房

完備のガラス張り路転室内に納めている｡

(6)魚荷検｢l†装置を設け,負荷の大小により減

置を適当に日動選択し合理的な減速

る｡

位

転を計ってい

第29図 巻 ｣二 上ら

日動手動

第28r又I Fl立速効形の2軸式プレ【キュンジソ

(7)非常冊称呼の衝撃を緩和するたぜ_)巻_卜lい♂う負荷を検=し過

人な制動力がかか仁一)ぬよう日動調整装置を抑えている｡

(8)過巻過速防止ほ全速度 囲にわたっで諒気仙な速度監視装

置を設け,保安に対する安全度を高めている｡

(9)運転は鉱石,人員など多岐にわたるがその切換えは_町換え

スイッチにより自動的に行うようになっている｡

(10)立坑トラックスイッチには無接点式メイッチを採用してい

る｡

付開設備は巻上やぐら,ヘッドシープ,スキップケージ,坑底

積込設備,坑口放上Ji設備,ジャンクションレールなどよりなって

お声),そのおもなる特長ほ次のとおりである｡

(1)巻上やぐらは単控脚形で,強度的にはもちろん近代化され

た斬新的構成実を坂入れられている｡

(2)スキップケージはスキップとケージのコンバインド形で,

ケージほ人員材料 搬に使用し,スキップにて鉱オ丁を搬出する｡

スキップは底開式で放H時には上部支点を中心にスキップ本体が

放出側にスイングする構造のため,及川シュートの取付けが固定
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式のものに比し,十分離れた位讃に設置できるとともに,底戸の

開閉動作が無理なく確実である｡

(3)ガイドは鋼枠ガイドでソリッドタイヤにエリスムースな運

転ができるように配慮してあるL〕

(4)積:込み設備

(a) 2段ホッパによるI■i動秤且式とし,電気抵抗線ひずみ計

を有する計重機を採用し,ホッパ内鉱イ挿二ぷこを桧山指示すると

ともに,所定の信片む発L,タイムリレー,リ ミットスイッチ

を併用して口動的に投入停止を打っている｡

(b)鉱石ビンよりの鉱石のカットを安全確冥にするためチェ

ーソゲートとカットゲートとを併用している｡

(c)スキップ着床位龍の 示計を備えるとともに,スキップ

への連絡シュートを移動式とし,ロープの延びなどによるスキ

ップ着床誤差の修正を電動駆動により任意に可変できるように

なっている｡

(d)鉱石のすべり両ほ特に

イニソグ張りとした｡

耗を考慮し,･マンガン鋳鋼のラ

(e)本設備はスキップの運行と関連し,全目 ある｡

(5)ジャンクショソレールほダソプカーを出入させるため2段

折畳式とし圧気燥作により符易確実に操作できる｡
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第32図 巻 上 機

lる.3.2 中興鉱業株式会社福島鉱業所納750kW立坑巻上設備

本設備は題記 し,地下366.5ⅠⅥの坑庇より,精根換算

平均25,000t/リ1(最大30,000t.用)の原

H
し･ノ

似に搬

ならびに帆材料,人員の

される750kW2本ロープ式ケーペ巻上機と,それに什

帯する坑｣l,坑底掛Ii設肝一式よりなっている本格的立沈設備であ

巻上機は鉄骨コンクリート埴土に謂潤し,2木口ープな用いたケ

ーペ式交流低川波制御のケージ巻で,鋼索張力は最大18,000kg,不

平衡張力ほ5,600kg,巻上 でしⅠ動運転を行う｡なお

この形式のものほわが国で初めて完成されたもので,そのおもなる

特長は次のとおりである｡

(1)巻胴ほ風択,強度と外観の近代化をねらった鋼板

スクタイプで,ロープみぞ部には特に

ソグを使用している｡

(2)巻胴主軸受はオイルカラー

のディ

係数の高い特殊ライニ

油式に加え循環給油を行うと

ともに,軸受メタルほ球面底による日動調心形である｡

(3)制動装間は

ソジンを

(4)減

応性,確 性のある 動形2軸式ブレーキエ

用している｡

機は2段減速シンメトリカルタイブで,特殊鋼を使用

し十分安全度の高い構造としてある｡
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第34【栗l尼崎製鉄株式会社納高炉巻上機

(5)巻胴と減

している｡

磯とを別個の台枠とし,ピン/カップリングにて

(6)運転席には,コントローラ,ブレーキハンドル,非常ハン

ドル,自動手動切換えハンドル,深度計,日動手動操作機相計詩語

をコンパクトにまとめたデスクセットを設けている｡

(7)ケージ位置と制御機器との位相の誤差については,自動修

正装置を設け確実容易に修正できるようにした｡

(8)制動時高 イナーシヤによる歯車への悪影響を防

止するため,主制動機と同調作動する補助制動機を具備している｡

付帯設備ほ,坑廿操車設備,坑底操車設備,塔内枠臥 2段デ

ッキケージ,ロープガイド設備,天井クレーソ,補助設備などよ

りなりおもなる特長は次のとおりである｡

(1)操車緑の全系統にわたり,極力

手の負担を軽くするよう考

転方式を採用し運転

している｡-す-なわちケージへの積込

みほ一本ハンドルの圧気操作にて立坑とびら,ジャンクショソレ

ール,ストッパ,プッシャの順iこ連動動作を行い,チップラへの

積込みはチップラ,ストッパ,プッシャを全自動運転する｡

(2)立坑前カープッシヤは,尻車をジャソクショソレールを乗

越えケージ内に確実に繰入するため,機構上有利な圧気操作式と

し,押込みならぴにもどし行程の終期において確実に作動する緩

衝装置付となっている｡なお炭卓を押す爪ほ前進ほ立ち,後退ほ

倒れるよう圧気にて作動させている｡

(3)ケージ前第1段ストッパは多数の炭車が衝突する関係上

特に緩衝力の大きいストッパとし,第2段ストッパは急速作動形

としている｡

(4)操車線の分岐には特に主要部に 動ポイントを採用し,側

線切換えは炭車の動きに関連し自動的に行われる｡

(5)炭車のスイッチバック点には,その用途に応じてプッシュ

バック,あるいはキックバックを採用し いたずらに操車線を長

くすることを避け,レールの高低差を少なくするとともにじん速

に炭車を押返す方式としている｡

(6)操車装置の駆動部は,極力地下に設置したれ 容易に点検

できる構造としてある｡

(7)坑口,坑底ケージ前ならびにチップラ 串操の鏑 極掛

カフレームワークの鉄骨枠上に設置し,地盤狂いの影響による作

動の不円滑を防止した｡

】る･3･3 尼崎製鉄株式会社納高炉巻上機

本磯ほ題記第1高炉改修に伴い新設された原料 人用スキップ巻

上牧で,鉱石,コークスなどをスキップによって,積込みピットよ

り炉頂に運び,炉頂にてスキップを転倒させて炉内に装入するもの

である｡

第43巷 第1弓-

第35図 尼崎巻法鉄株式会社納サウージソグ巻l二機

最大鋼索張力11,300kg,鋼索 度90m/min,電動機符量160kW

で,変流刑動機制御方式にて,正確なるプログラム運転を行うもの

で,用途の巾二要性,作 の辿結惟と遠隔操作方式に最も適した構造

とし,かつ既設建届との関係上きj_)めてコンパクトな設計となって

いる｡

おもなる特長を次に示す｡

(1)誘導電動機に交流制動機を由結し,自動制御を付加した交

流速度制御方式による自動運転を行っている｡木方式は鉱山用巻

上機としては使用した例はあるが,高炉巻としては初めてである｡

(2)本機は高炉に使用する性質上一刻も事故休止は許されな

い｡したがって電動機,交流制動機および減速装置を巻上機中心

より左右に各1組設置し,1組はゃ備としクラッチ切換えにより

いずれの電動機でも運転可能にしてある｡なお小間継軸をそう入

することによりたすき掛け運転も可能である｡

(3)巻上機ほ垂直塔上の巻室に設置さjL, のそ軌 F方の

転室から遠方操作を行うので,安全かつ確実に日動的に適量のグ

リースを軸受に供給するグリース集中給油方式を採用した｡

(4)常用制動機はポスト形で白動手動ともに操作可能である｡

(5)非常制動機はバンド式で,電気的故障,停電,誤操作,過

巻などの際は電気的に制動が働くが,過巻の際は特に機械的にも

非常制動が作動するようになっている｡

(6) 転方法ほ完全日動運転,半自動運転,手動運転と任意に

切換可能である｡

なお,炉内につるされた測定樟(かん)を上下させ,炉内装入物

の高さを測定するサウンソング巻上機も同時iこ2台納入した｡

1る.3.4 55kW複胴スクレーパホイスト

スクレーパホイストほ金属鉱山で鉱石の積込み,充てんなどに使

用され,当初は15kW扱が主であり,操作も手 式または足踏式で

あったが,採鉱能率は手許掛･こ比べ,約2倍の上昇を示したところが

ある｡その後採鉱技術の進歩とともに,ホイスト容量も22～37kW

と■高馬力のものに移行L･,最近ほ751くW程度のものも要望される

に至った｡操作力式も手動足踏式に代りホイストを移設することな

く遠方の切羽より操作する遠方操作式を採用,採鉱能率の向上が計

られた｡

1958年11月,同和鉱 株式会社柵原鉱業所において,既納22kW

スクレーパホイストのオシロなどの記録計器による現地 査を行

い,これらの経験な生かL.1959年4†‖一月鉱業凧こ可変力遠ノノ操作

式55kW複胴スクレーハホイストを完成納入した｡

本機ほ容量的にわが国最火の記録品で,悼能動にも他社にさきが
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第36図 遠方操作式55kW視胴スクレーーパホイスト(流体淋-~F付) 第371¥1li司不口鉱業株式会社同和鉱業所納29‡切羽

ββ/ンbr

けて開発したクラッチ躁作用サーボリフタの電比制御によりけん引

力を手動式のようにl-'川lにコントロールするノブ式の 用,流体継手

の設置など従来のホイストとほ匠=lを一新L,採鉱能率も1人1二〃

210～250tと飛躍的に上井L得た｡さらに1959年11月,同機につ

いてさらに記録こう~†儲による現地調査を告い,その牲能は大体満足す

べきものであったが,その調査を牛かLて一部改良を行い,2百日

を引き続き納入Lた｡舞3d図は現地における本機の使用状況,第

37図ほその切羽なホす∫｣

1る.4 コ ン ペ ヤ

1る.4.1製糖工場用コンベヤ

日立金属工業株式会社では新三菱 株式会社経由で,エジプ

卜川EDFUiこ 設される4,000t,/day 亡場用コンベヤを製作

納入Lた｡甘庶製析｣二場内で併用されるコンベヤのおもなものほ,

Cane Carrier,Shredded cane elevator,intermediate carrier,

bagasse elevator,bagasse carrier,CaSh-CaCh elevator などがあ

るが,そのいずれもが骨張出搾用のミルとともに主｣二程内にあF)･-･

刻といえども休止することが許されない｡lノたがって各部の構造は

長期にわたる辿続 るとともに,工場休止期間(一年の

うち4～5月間だけ躁業し,そのかほの期間は運転休.Ⅰヒ)中のさび_LL

めその他長期の保存に耐え翌年支障なく

ならない｡

1d･4･3 じん芥焼却炉用灰出し装置

動Lうるものでなけれは

日々各都市に発生するじん芥の量は1日1人当り500g内外とい
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われ,この膨大なじん芥の処分方法については,都市下水ならびに

し尿の処理とともに郡市衛生上 となっている｡じん芥の

却炉による処理方法は,限られた敷地内でかつ衛生的に処理する

ことができるので各都市で逐次採用されているが,この焼却炉より

の焼却灰の引出しに従来人手に煩っているところもあった｡しかる

に人口の増加に伴い焼却炉も次第に大形化してきたので,灰出し装

置としチェーソコンベヤが多く佐用されるようをこなってきた｡弟41

図福岡市西部じん芥焼却場に納入した灰刊し装置の一部を示したも

のであるが, 装置壬設計に当ってほ特にl軋摩耗の問題と,チェーソ

の浮上りについて考慮が払われている｡

1る.5 空気輸送機

日立製作所ほ昭利35年で空気輸送機笹10年の歴史をもち,セメ

ソト工業, 設,火力発電所,そのほか一般産 界に約200件

余の空気輸送機を供給して,今日ではあらゆる実科こその利用が考

えられるようになった｡

35年度をこおける需要傾向の特 すべきことほ,化学工業面の需要

が急増したことで,全体の60%がこれに当っている｡また取扱物を

粉体と粒体に分 すると,粉体の取扱い作数が漸増しており,全

要数の70%が粉体であった｡この粉体の収扱いは必然的に集じん

問題を提起し, じん装置の計画が多くなってきた｡

最近の花形である電力業界ほ各胡瓜火力発電所を増強している

が,重油専焼が多くなって灰処理装置の件数は漸減している｡セメ

ント業界ほ年々増加するセメント需要艦こたえて,各地に工場,包装

所の増設, 設が行われ,これらに適応する新製品として新形のプ

ロータンク式輸送機の開発をみた｡また化学工

用度ほ年とともに増加して,今後とも空気輸

待できる｡

また研究面ではブロータンク式輸送機の消

界の空気輸送の利

の新しい清 闇-刀面

動力の減少と,粉体

を流動化して輸送する高混合比輸送に新しい成果をみた｡

16.5.1灰処≡哩装置

(1)品川火力発電所の灰処理矧閃こついて

数年前水エゼクタを利用するアメリカのu.c.c.社製吸引式空気

輸送機が火力発電所に使用されてから,各発電所に本格的に空気輸

送機が採用されるようになったが,最近はこれらの方式を含む一般

第42図 βく処理装置6001T13サイロおよび分離器

第43巻 第1号

の灰処理装一置の国産化が完成し,輸入品にかわって使用されるよう

になった｡

35年度ほ東京 力株式会社品川火力発電所2けボイラ用灰処理装

置として,同発電所の立地条件を加味した特殊方式のものが納入さ

れた｡灰処理に依った濁った水を海忙流さないという条件から抽荒

磯に液封膨真空ポンプを使い,灰の混入した水を一たん水槽にもど

し,これを排糾する灰の加†湿に使用するようにした｡すなわちサイ

ロ下部から灰を収Jlルて加湿し,トラック砥する場斜こ上記水槽の

水を供給するので,濁水ほ海に流すことなく完全に処理できる｡

(2) フライアッシュ軒陳謝訊こついて

東北電力株式会社仙台火力発電所1.2号ボイラ用灰処理装置は

u.c.c.方式による灰流しのみを行う装置であったが,今回フライア

ッシュ回収のため灰輸 管,分離器,600m3サイロならびにバッカ

設備一式が納入された｡

ェコノマイザ,エアヒ一夕,マルチクロン,コットレル各ホッパ

の灰ほそれぞれ海に流すが,フライアッシュ回収の場合は,コット

レルホッパ~F綿 管の経路切替えによって600n13サイロ側にフラ

イアッシュを吸引貯蔵し,必要に応じてその蛙部から引出して袋詰

またはトラックへのほら積ができる装置である｡

1る.5.2
一般空気輸送機

(1) フラクソ式輸送機

ブロータンク式空気輸

ついて

機の新形としてF形フラクソが完成し

た｡この輸送機でほ比較的近距離においてほ今までのフラクソより

数倍高い混合比が得られ,したがって動力消費が少なく,また据付

高さが従来の域ですむなど多くの特長をもつもので,さらに今後の

研究により特に長折離輸 への飛躍に期待がかけられている｡

(2) ソーダ灰吸擬装置

旭硝子株式会社鶴見工場に納入されたソーダ灰吸扮装置ほ,船に

ばら横して海上輸送されたソーダ灰を陸揚げする装置一式である｡

ソーダ灰をノズルから吸揚げてサイクロソで分離し,従来のロータ

リバルブにかわる高能率の二重弁式排=機によって安全確漢に取出

しを行うもので,包装,解袋の 用と時間の節減ならびに荷役によ

る目減りなどがのぞかれ,生産の合理化に貢献している｡

第43図 ソ ー ダ灰吸揚装 匿




